
【乳幼児版】



熱中症対策をしっかりと講じて元気で楽しい夏にしましょう！

～熱中症予防のための園における取り組み～

◎子どもたちを熱中症から守るために、ココを意識して生活や活動を進めていきます！

～熱中症予防のための家庭へのお願い～

◎子ども達を熱中症から守るために、以下のことについてご協力ください！

乳幼児期の子どもは熱中症になったことに自分で気付くことができません。伝えることもできま

せん。子どもの健康状態を把握したうえで活動を考える必要があります。

子どもの正確な状況を把握するために家庭からの情報が重要になります。

●WBGT３１度以上では屋外活動を禁止します

●WBGT２８度以上３１度未満の場合は、「厳重警戒ゾーン」とし、対策として以下のことを講じていきます

☆暑さに負けない体作りを行います

・家庭と連携し、生活リズムを整えていきます。
・春からの気温の上昇になれるよう、適度に外遊びを行い、体力を養い、少しずつ暑さに体を慣らします。
☆子どもを十分に観察します

☆時間を決めて、こまめに水分（塩分）補給をします

・屋外では、10～15 分毎を水分補給の目安とし、屋内でもこまめな水分補給をします。また、一定量を摂
取できたか確認します。
☆暑さを避けます

・必ず帽子をかぶります。・木陰や日陰で活動を行います。・激しい遊びや運動は控えます。
・室内でも通気を心がけるとともに、WBGT28 度を指標にしながら、状況をみてエアコンの稼働を判断し
ます。

☆長時間の園外活動は、熱中症リスクのある時期や、時間帯を避けて計画をたてます

●朝食を必ず食べてきてください

●睡眠を十分にとってください

・朝食を摂らなかったり、十分な睡眠がとれていないと体調が急変するなど危険な状況になることがあり
ます。

●登園前には水分補給をしてください

・登園の際に、すでに暑くなっていることもあります。水分補給のタイミングを逃さないよう、登園直前の
水分補給を習慣づけましょう。

●服装に気をつけてください

・できるだけ熱のこもらない透湿性や通気性の良い素材や薄い色の衣服を選ぶようにしてください。

●体調管理チェック表を記入してください お子さまの状態を正確にお知らせください

・朝食を摂っていない場合や睡眠不足の時は、体調が急変するなど危険な状態になることがあり、特に注
意が必要です。必ずお知らせください。
また、いつもより食欲がなかった、水分しかとれなかった、夜中に何度も起きた、等いつもと違った様子
がある時にもお知らせください。

・体調管理チェック表の項目以外にも、機嫌等いつもと違った様子があれば必ずお知らせください。



熱中症とは？

体温の上昇に対して体の調節機能が追いつかなくなり、重要な臓器が高温にさらされたり、水分や塩分が

不足したりすることにより発症する障害の総称です。高温・高湿度の環境下に長時間いたとき、あるいはそ

の後の体調不良はすべて熱中症の可能性があります。

予防法を知って、発症の危険性を
低下することができます。

熱中症が引き起こされやすい環境は？

高温・高湿度の環境では、体温が上昇しやすく熱中症の危険性が高くなります。また、高温・高湿度に加

えて、風が弱い、風通しが悪い、日差しや照り返しが強い環境では、熱中症の危険性が高くなります。

さらに、気温や湿度等が同じであっても、運動や活動による筋肉の活動によって体内で多量の熱が産生

されます。そのため、運動や活動する場合は、それらの強度が高いほど体温が上昇しやすく熱中症の危

険性が高くなります。

また、体が暑さに慣れる前、急に暑くなった場合、暑い日が連日続く場合では、熱中症の危険性が高くな

ります。

（表１：暑さ指数に応じた注意事項等）



①涼しい環境への避難

風通しのよい日陰や、できればクーラーが効い

ている室内等に避難させます。

②脱衣と冷却

皮膚に濡らしたタオルやハンカチをあて、うちわや扇風

機等で扇ぐことにより体を冷やします。服や下着の上か

ら少しずつ冷やした水をかける方法もあります。

③水分・塩分の補給

冷たい水を持たせて、自分で飲んでもらいます。冷た

い飲み物は胃の表面から体の熱を奪います。同時に

水分補給も可能です。大量の発汗があった場合には、

汗で失われた塩分も適切に補える経口補水液やスポ

ーツドリンク等が最適です。

④医療機関に運ぶ

自力で水分の摂取ができないときは、塩分を含め点滴

で補う必要があるので、緊急で医療機関に搬送するこ

とが最優先の対処方法です。

熱中症の症状は？

日本救急学会では2000年以降、熱中症の重症度を「具体的な治療の必要性」の観点から、Ⅰ度（現場

での応急処置で対応できる軽症）、Ⅱ度（病院への搬送を必要とする中等症）、Ⅲ度（入院して集中治療

の必要性のある重症）の分類を導入しました。

軽症（表２ 分類：Ⅰ度）である熱失神は「立ちくらみ」、同様に軽症に分類される熱けいれんは、全身けい

れんではなく「筋肉のこむら返り」です。どちらも意識障害はありません。

中等症（表２ 分類：Ⅱ度）に分類される熱疲労では、全身の倦怠感や脱力、頭痛、吐き気、嘔吐、下痢

等が見られます。

最重症（表２ 分類：Ⅲ度）は熱射病と呼ばれ、高体温に加え意識障害と発汗停止が主な症状です。

けいれん、肝障害や腎障害も合併し、
最悪の場合には早期に死亡する場合
もあります。

（表２ 熱中症の症状と重症度）

熱中症と疑われる場合の応急処置はどうしたらいいの？

②では氷（氷のう、冷却剤等）を首の
付け根や脇の下や股関節部に当てて、
血液を冷やすことも有効です。


